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会社の概要：いわゆる地域系ISP
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停滞の１０年成長の7年 忍耐の3年
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SYNAPSE（シナプス）：会員数推移（1995年～、20年間）
会員数：4万前後で15年間横ばい！

withフレッツ

モバイル系

固定系



光コラボやMVNOはチャンス!?
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光コラボ
MVNO

シナプス マンガでわかるシリーズ



バックボーン構成とIPv6対応状況
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KDDIOCN JPIXODN

関西BB網フレッツ網 他ISP等専用線IP接続

SYNAPSE(AS7511)
コアネットワーク

（ホスティング系除く）

上位バックボーン

下位ネットワーク(鹿児島県）

保有IPv4アドレス数：約６．５万、BGP広報：約６．１万
IPv6アドレス：取得済（2401:c800::/32）

○ ○ ○

○
×× ××

×



自社の現状とIPv6対応予定？

 自社の現状（IPv4関連）

 保有IPv4アドレス数：約6.5万

 会員数の伸び悩み（4万横ばい／漸減、使用率：60％強）

 旧フレッツ終了によるアドレス回収見通し（～2020年)

 光ネクスト（光コラボ）：利用数1.6万

 MVNOや県外：他社バックボーン利用

 IPv6対応予定

 コアネットワーク＆上位バックボーン：ほぼIPv6対応完了

 光ネクスト：2019年度以後でいいんじゃない？(PPPoE)

 ただし、ドコモ光のIPv6対応要請次第・・・

 その他 ：2020年度以後でいいんじゃない？
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なぜ、顧客向けIPv6対応を急がない？

 国内埋蔵の潤沢なIPv4アドレス（田中調べ、’15年3末）

 インターネット契約者数 約4,000万（総務省）

 モバイル契約数 約1.6億（TCA、BWA含む）

 国内IPv4アドレス保有数 約1億5000万（日本Origin）
 ソフトバンク 約4,700万

 NTTコム 約2,900万

 KDDI（JCOM含む） 約2,500万

 SINET 約700万

 IPv6化は誰が望んでいる？

 海外系CP（Google、Amazon、FB等）：広告ビジネス等

 発展途上国、後進国：IPv4アドレス割当不可

 並存、完全移行？

 研究・学術主導？民間主導？国策？
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地上波放送のデジタル化とインターネットのIPv6化

地上波放送のデジタル化 インターネットのIPv6化

概要 地上アナログ放送 ⇒ 地上デジタル放送 IPv4アドレス ⇒ IPv6アドレス

背景 デジタル放送分野の国際競争力強化
（米国方式：ATSC／欧州方式：DVB-T／日本方式：ISDB-T）

インターネットにおける南北問題（枯渇）
（後進国・発展途上国 ⇔ 先進国）

資源対策
電波の有効利用（跡地利用）

(VHF1-12ch、UHF53-62ch）
IPv4アドレス枯渇に伴うIPv6移行

主導 政府主導：国策（パッケージ輸出含む） 研究・学術主導⇒民間主導

一次停止 2011年7月24日（44都道府県）

共存／完全移行？
IPv4アドレス廃止時期：未定
（2020年／2025年？）

二次停止 2012年3月31日（岩手、宮城、福島）

最終廃止
2015年3月31日

（難視聴対策：衛星放送、デジアナ返還）



モデル構造比較（放送業界 vs 通信業界）
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地上デジタル放送完全移行のための事業関連予算
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総務省事業費
平成24年度時点：2,189億円 ⇒ 平成28年度要求：2,426億円

出所：総務省平成24年度事業レビュー資料



まとめ

 自社の現状

 会員数伸び悩みにより、IPv4アドレス逼迫の状況ではない。

 国内はIPv4環境が当面継続？（潤沢な埋蔵IPv4アドレス）

 研究・学術分野からのIPアドレス移転の可能性もあり？

 IPv6対応予定

 コアネットワーク＆上位バックボーン：ほぼIPv6対応完了

 顧客（コンシューマ、法人・自治体）からの要望なし

 コミッター不在：研究・学術主導？民間主導？国策？

 光ネクスト：2019年度以後でいいんじゃない？(PPPoE)

 ただし、ドコモ光のIPv6対応要請次第・・・

 その他 ：2020年度以後でいいんじゃない？
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提言：IPv6の更なる普及のために（追記）
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 国家戦略としてIPv6推進を再掲すべし

 IPv6普及啓発活動が十分とは言えない（対経営・首長レベル）

 IPv6利活用の経済効果を明記すべき（成長戦略改訂2016等）

 グローバル経済圏：生産性革命、国際競争力強化

 ローカル経済圏 ：地域活性化、生産性向上

 IPv6の普及に向けアドバルーンを掲げ、期限を定めて行動すべし

 人口減少社会の現実的到来とIoT時代の到来

 対人間：潤沢な埋蔵IPv4アドレスのため、IPv4/IPv6並存運用が可能

 対モノ ：IPv6によるサービス創造・普及が今後活発化

 しかし、IPv4/IPv6並存運用の長期化は回避する必要がある

 ならば、IPv6普及に向けたターゲット年度を決めるべし

 自治体、企業、一般家庭、モバイル環境

 2020年：50%（東京オリンピック、5Gサービス開始）

 2025年：90%（アナログ電話廃止）


